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　本研究はシナリオ記述言語によってシナリオが書かれている事を前提とし，あるビューポイントから書かれたシ

ナリオを別のビューポイントから書かれたシナリオに変換する手法，幾つかのビューポイントから書かれたシナリ

オ群を特定のビューポイントから書かれたシナリオに統合する手法，さらにルールを別に記述する事によってシナ

リオの時系列の矛盾や抜けを検証する手法について紹介する．これらの手法を用いてシナリオの抜けを検出し，よ

り完成度の高いシナリオを作成し，ルールによってシナリオの妥当性確認を可能にしている．共通問題「国際会議

のプログラム委員長の業務」にこれらの手法を適用した結果を述べる．
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　The authors have developed a language for describing scenarios with which simple action traces are embellished
to include typed frames based on a simple case grammar of actions. With the preconceived notion of scenarios
are written in the scenario description language, a method is proposed for translating a scenario written from a
certain viewpoint into another scenario with a different viewpoint, and for integrating multiple scenarios described
from different viewpoints into a more complete scenario with a designated viewpoint. Further, the authors have
proposed a method to detect the inconsistency and lack of a scenario’s events based on rules written with a rule
description language. We illustrate our methods with the common problem ”requirements of jobs of international
conference program chair”.　

1 はじめに

シナリオはソフトウェアの開発において重要な役割

を果たしている，それは主にソフトウェア振舞いの定

義とユーザによる妥当性確認においてよく用いられる．

特に，シナリオを用いたシステム開発支援のツールと

手法の構築に関する様々な研究が行われてきた．具体

的には，環境とシステムのインターフェイスを表すこ

とによるソフトウェア振舞いの抽出と仕様化 [5]，シス
テムのプロトタイプとの組合せによる要求抽出 [6]，シ
ナリオ分析による目標抽出 [9] などを対象にしている．
一方，ソフトウェア開発の現場で，ワークフローの分

析，抽象モデルの構築の支援道具としてシナリオが利

用される場合も多い [1]．欧州の CREWSプロジェクト
チームは４つの欧州各国で 15の異なるプロジェクトを
シナリオに基づく要求工学の実践について調査してお

り，現地でのインタビューを行い，作成された文書や利

用した環境やツールについて調べた．そしてその結果，

シナリオの意図や利用は予測していた以上に幅広く異

なっているという結論が得られた [1]．
以上をまとめると，システムが何をどうするかとい

うソフトウェア工学の視点で，シナリオを作成し分析

することにより，構築されるシステムの品質向上が期

待される．従って，ソフトウェア工学分野でシナリオ

をさらに有効利用するために，それ自体が作成物であ
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表 1: アクションフレームの例

　　　　　　　　　アクション 　　格フレーム イベントの型

　（∗ は任意格）

渡す，入れる，出力する，受け取る，入力される， 動作主，源泉，目標， 送付

入力する，渡る，渡される，配布する，受理する， 道具 ∗

通知する，送付する，出す，返す，伝える，等

るシナリオを開発し維持していくための，より優れた

管理やツールによる支援が必要である．CREWSプロ
ジェクトはマルチメディア記録システムを用いた要求

分析作業支援，自然言語理解による要求獲得支援など

を対象にしている．初期の CREWSプロジェクトでは，
シナリオを分類するためのフレームワークを定義した．

ここでは，形式，内容，目的，ライフサイクルという

４つの視点からシナリオを分類し，これを基準にして

シナリオに基づく各種の手法の比較を試みている [1]．
現在，シナリオに基づいた設計，開発においては，ま

だ解決しなければならない課題が数多くある．例えば，

要求工学での主作業はユーザや顧客の要求を分析し，そ

れを満足するようにシステム動作仕様を定義すること

である．そのため，ユーザの視点に重点を置いたシナ

リオを利用することが多い．シナリオの内容は書かれ

た時のユーザの視点によって変化するので，さまざま

なユーザの視点ごとにシナリオを用意するのが難しく，

またシナリオが妥当かどうかを見極めるのが困難であ

る．すなわち，シナリオに基づくソフトウェア工学に

おいて，「どうすればシナリオ作成作業を軽減すること

ができるのか？シナリオの質を向上させられるのか？」

ということは重要な課題である．本稿では上記の課題

の実現を目的としている．

2 アクションフレームとシナリオ記

述言語

シナリオはユーザが目標を達成するために行う行動

とそこから得られるイベントを時系列に沿って記述し

たものである．シナリオは，イベントを表すイベント

文と，イベント間の時間的順序を表す制御文から構成

される．

2.1 イベントの記述

我々は格文法 [2]に基づいた要求フレームモデル，要
求言語，及びその処理系を開発してきた [3][4]．要求フ
レームモデル [4]は要求仕様の枠組を与えるものである．

シナリオ中のイベントはアクションを含んでいる，こ

れらのアクションも格文法に基づいて，その意味を格

構造として定義することができる．

我々は要求フレームモデルに基づいたアクションフ

レームを提案している．シナリオ記述言語はこのアク

ションフレームに基づいている．アクションフレーム

ではアクションを１２種のイベント型（送付，依頼，制

御，AND木，OR木，検索，追加，更新，削除，ファ
イル処理，生成，チェック）のいずれかに分類する，ま

た９個の格（動作主格，源泉格，目標格，道具格，目的

格，検索キー格，操作格，基準格，行為格）を定義して

いる．この中で，基準格はチェック型イベントのチェッ

ク基準オブジェクトを示す，また行為格は依頼型イベ

ントの依頼される行為オブジェクトを示す．本稿でア

クションフレームの全般を示すことは省略する，本稿

でよく使うデータフローに関するアクションを表１に

示す．

アクションフレームを使ってシナリオのイベントを

記述する．各アクションは固有の格構造を持っている

[4]．例えば「送付する」のアクションは必須格として
「動作主格」，「源泉格」，「目標格」を持ち，任意格とし

て「道具格」を持つ．もしシナリオ記述者がアクション

フレームに用意されていないアクションを使いたい場

合は，記述者に新しいアクションとそのイベント型の

対応や格フレームを定義させることによって記述でき

るようになる．

またシナリオ中のイベント文は，アクションフレー

ムに基づいて，イベントの型と格構造を表す内部表現

に変換することによって解析される．例えば，イベン

ト文「Aさんは論文を郵便で学会に送付する」は，「送
付する」というアクションが「送付」のイベント型に

当たる，また送付対象となる「動作主格」，送付元とな

る「源泉格」，送付先となる「目標格」，送付に用いら

れる「道具格」の４つの格を持つものとして，格助詞

を手がかりに解析される．結果として表２のような内

部表現に変換される．

動詞を一つしか含まないような単文を内部表現に変

換することによって必須格の欠落の検出ができる．ま

た，格構造と文脈情報による欠落した格や代名詞の補
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表 2: 内部表現の例

イベントの型 動作主 源泉 目標 道具

送付 論文 Aさん 学会 郵便

完ができる．一方，このような単文の羅列は読みにく

く，また書きにくいため，重文や複文（連体修飾節・主

語節・対立節に限定している）で書かれた日本語の動詞

を一つしか含まないような単文に分割してから，対応

する内部表現に基づいて解析する [3]．これにより，シ
ナリオを読みやすく，書きやすくしている．

2.2 イベント間の時間的順序

イベント間の時間的な順序は

• 順接（sequence）

• 選択（selection）

• 繰り返し（iteration）

• 並行 AND分岐（and-fork）

• 並行 OR分岐（or-fork）

• 並行 XOR分岐（xor-fork）

• 並行同期終了（join）

を想定し，これらをシナリオ中に明示する必要がある．

イベント間の時間的順序は殆んど順接であるため，順

接制御文は特には明示しない．並行するイベントでは

optionalな（生起してもしなくても，どちらでもよい）
イベントを明示できる．例えば，「CFPを学会誌等への
掲載を依頼する」と「CFPを学会員に配布する」のよ
うに，２つのイベントが共に起こる場合は，下記のよ

うに明示する．

AND-fork
　・CFPを学会誌等への掲載を依頼する．
　・CFPを学会員に配布する．
AND-join

また，「投稿者が e-mailアドレスをもつならば，受理通
知を e-mailで出す，そうでなければ郵送で出す」のよ
うに，条件分岐は，下記のように明示する．

if(投稿者が e-mailアドレスをもつ)
　 then・投稿者に受理通知を e-mailで出す．
　 else・投稿者に受理通知を郵便で出す．
fi

このように，イベント間の７種類の時間的順序を明示

できる．

今までは，曖昧性と非形式性のために，シナリオの

分析と検証は困難であったが，シナリオ記述言語を使っ

てイベントとその間の時間的な順序を記述したシナリ

オの意味を正確に，一意に把握できるようになったこ

とで，分析と検証の正確性を保証できる．

3 異なるビューポイント間のシナリ

オの変換と統合

3.1 シナリオの例：「国際会議のプログラム
委員長の業務」

シナリオはユーザを中心とした記述である．従ってシ

ナリオを書くことで，ユーザの視点をシステム設計に

導入することができる．ここで特定のユーザから見た

視点をビューポイントと言う．本稿では要求工学WG
での共通問題 [7][8]「国際会議のプログラム委員長の業
務」を例として使い，シナリオ記述言語に基づいてシ

ナリオを記述する．

3.1.1 プログラム委員長のビューポイントからのシナ

リオ

プログラム委員長のビューポイントから見たシナリ

オを下記に示す．C1），C2），…はプログラム委員長
（program committee Chair）のビューポイントから見
たシナリオのイベントの順番を表す．

C1）重要な日付からスケジュールを決める．

C2）スケジュール等により CFPを作成し，
AND-fork
　・CFPを学会誌等への掲載を依頼し，
　・CFPを学会員に配布する．
AND-join

C3）研究者からプログラム委員を選び，プログラム委
員候補に委員の担当を依頼する．

C4）投稿論文に番号を割り当て，論文リストに投稿論

文を登録する．

C5）if(投稿者が e-mailアドレスをもつ)
　 then・投稿者に受理通知を e-mailで出す．
　 else・投稿者に受理通知を郵便で出す．
fi

3

研究会Temp 
－35－



C6）XOR-fork
　・論文リストを e-mailでプログラム委員に配布
する．

　・論文リストを FTPでプログラム委員に配布
する．

XOR-join

C7）プログラム委員から担当希望を受け取り，委員の
希望をもとに担当委員を決める．

C8）担当委員に論文の査読を依頼し，担当委員に論文，
査読用紙を送付する．

C9）担当委員から査読結果を回収，査読結果により点

数を集計する．

C10）…

3.1.2 プログラム委員のビューポイントからのシナ

リオ

プログラム委員のビューポイントから見たシナリオを

下記に示す．M1），M2），…はプログラム委員（program
committee Member）のビューポイントから見たシナ
リオのイベントの順番を表す．

M1）プログラム委員長より研究者から選ばれ，プログ
ラム委員長より委員の担当を依頼される．

M2）プログラム委員長に承諾の旨を返し，プログラム

委員長に名前，所属等の情報を通知する．

M3）XOR-fork
　・プログラム委員長より論文リストを e-mailで
受理する．

　・プログラム委員長より論文リストを FTPで
受理する．

XOR-join

M4）プログラム委員長に担当希望を伝える．プログラ
ム委員長によって委員の希望をもとに担当委員が

決まる．

M5）プログラム委員長より論文の査読を依頼され，プ
ログラム委員長から論文，査読用紙を受理する．

M6）基準により論文を査読する．

M7）プログラム委員長に査読結果を通知する．

M8）合計点をもとに論文採否結果をプログラム委員会
で決定する．

M9）…

表 3: イベントの内部表現

イベントの型 動作主 源泉 目標 道具

送付 担当 プログラ プログラ －

希望 ム委員 ム委員長

3.2 異なるビューポイント間のシナリオの変
換

３.１に示したように，プログラム委員長の業務のシ
ナリオはプログラム委員長のビューポイントからとプ

ログラム委員のビューポイントからの両方の記述がで

きる．例えば，

(a) 「プログラム委員長がプログラム委員より担当希
望を受け取る（プログラム委員長のビューポイン

ト）」と

(b) 「プログラム委員がプログラム委員長に担当希望

を伝える（プログラム委員のビューポイント）」

は同じ意味のイベントである．アクションフレームに

よると，「受け取る」アクションと「伝える」アクション

は同じイベント型，同じ格構造を持っている．この二つ

のイベントを内部表現に変換すると，両方共表３のよ

うな内部表現に変換される．この内部表現を見ると，イ

ベント型，格構造と格の内容だけを表現していて，特定

のビューポイントを持っていない．しかし，このビュー

ポイントに依存しない内部表現から「源泉格」に該当

するビューポイントから見たイベントに変換すると (b)
の文になる，または「目標格」に該当するビューポイ

ントから見たイベントに変換すると (a)の文になる．
従って，あるビューポイントから書かれたイベント

をビューポイントに依存しない内部表現に変換できる，

またビューポイントに依存しない内部表現から特定の

ビューポイントから書かれたイベントにも変換できる．

この変換規則によって，先の例の二つイベントはお互

いに変換することが実現できる．例えば，まずイベント

(a)を表３の内部表現に変換して，それから表３の内部
表現からプログラム委員を主語にした文に変換すると，

イベント (b)が得られる．また逆も可能である．ビュー
ポイントが変わっても，イベントの時間的な順序は変

化しないと考えられるので，イベント文のビューポイ

ントを変換することにより，シナリオのビューポイン

トを変換できる．

この手法を共通問題の例に適用することによって，プ

ログラム委員長のビューポイントから見たシナリオか

らプログラム委員のビューポイントのシナリオをある

程度生成することができ，またその逆にもできる．従っ
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て，３.１.１のシナリオからプログラム委員を含んだ
イベントを切り出すことによって下記に示すようにプ

ログラム委員のビューポイントのシナリオを生成でき

る．CM1），CM2），…はプログラム委員長（program
committee Chair）のビューポイントから見たシナリ
オから変換したプログラム委員（program committee
Member）のビューポイントのシナリオのイベントの順
番を表す．

CM1）プログラム委員長より研究者から選ばれ，プロ

グラム委員長より委員の担当を依頼される．

CM2）XOR-fork
　・プログラム委員長より論文リストを e-mailで
受理する．

　・プログラム委員長より論文リストを FTPで
受理する．

XOR-join

CM3）プログラム委員長に担当希望を伝える．プログ
ラム委員長によって委員の希望をもとに担当委員

が決まる．

CM4）プログラム委員長より論文の査読を依頼され，
プログラム委員長から論文，査読用紙を受理する．

CM5）プログラム委員長に査読結果を通知する．

CM6）…

このシナリオをプログラム委員に妥当性確認しても

らうこと，またはこのシナリオと３.１.２のシナリオ
を計算機によって比較することで，プログラム委員の

ビューポイントから見たシナリオのイベントM2，M6，
M8はプログラム委員長のビューポイントから見たシナ
リオから抜けているといったことが判明した．従って，

ビューポイントを変えたシナリオを生成することによ

り，抜けたイベントも指摘できる．

3.3 異なるビューポイント間のシナリオの統
合手法

アクションフレームに基づいたイベントの内部表現

はビューポイントに依存していないので，図１のように

異なるビューポイントからのシナリオを統合して，新

しいシナリオを得ることができる．

３.１の二つのシナリオを統合し，下記のプログラム
委員長のビューポイントからの新しいシナリオが生成

できる．

C1）重要な日付からスケジュールを決める．

C2）スケジュール等により CFPを作成し，
AND-fork
　・CFPを学会誌等への掲載を依頼し，
　・CFPを学会員に配布する．
AND-join

C3,M1）研究者からプログラム委員を選び，プログラ

ム委員候補に委員の担当を依頼する．

M2）プログラム委員から承諾の旨を受け，プログラム
委員から名前，所属等の情報を受理する．

C4）投稿論文に番号を割り当て，論文リストに投稿論
文を登録する．

C5）if(投稿者が e-mailアドレスをもつ)
　 then・投稿者に受理通知を e-mailで出す．
　 else・投稿者に受理通知を郵便で出す．
fi

C6,M3）XOR-fork
　・論文リストを e-mailでプログラム委員に配布
する．

　・論文リストを FTPでプログラム委員に配布
する．

XOR-join

C7,M4）プログラム委員から担当希望を受け取り，委
員の希望をもとに担当委員を決める．

C8,M5）担当委員に論文の査読を依頼し，担当委員に
論文，査読用紙を送付する．

M6）担当委員は基準により論文を査読する．

C9,M7）担当委員から査読結果を回収，査読結果によ
り点数を集計する．

M8）合計点をもとに論文採否結果をプログラム委員会
で決定する．

C10）…

この新しいシナリオは３. １のプログラム委員長の
ビューポイントからのシナリオより，抜けていたイベ

ントM2，M6，M8を補完した．

3.4 シナリオの変換と統合手法の評価

以上に示したように，シナリオの変換と統合手法に

よる共通問題「国際会議のプログラム委員長の業務」に

適用した結果として，まずプログラム委員長のビューポ

イントから見たシナリオからプログラム委員のビュー

ポイントのシナリオを生成できた，また生成されたシ
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図 1: シナリオの統合

ナリオをプログラム委員に妥当性確認してもらうこと

で，プログラム委員長のシナリオの抜けを検出するこ

とができた．そしてプログラム委員長と委員のそれぞ

れのシナリオを合成し，そこからプログラム委員長の

ビューポイントより完成度の高いシナリオを生成した．

ユーザの視点をシステム設計に取り入れるため，異な

るビューポイントのシナリオを作成するのは必要であ

る．しかし，これまでのシナリオ作成は，異なるビュー

ポイントの重複したシナリオを作成する手間が必要と

なっている，またシナリオ中のイベント間の矛盾や想

定していなかったイベントの抜けも生じるなどの問題

が存在している．これらの問題を解決することを目的

にしているシナリオの変換と統合手法により，異なる

ビューポイントのシナリオの重複部分の作成工数を減

らし，イベントの矛盾や抜けをある程度埋めることが

できると考えている．

4 ルールによるシナリオの検証

シナリオ中のイベント間の論理，時間関係をルール

として定義することによってシナリオの時系列の矛盾

や抜けが検出できる．ルールはイベント間の関係を記

述したものである．アクションフレームに定義してい

るイベントの型を利用して，シナリオ中のイベントと

ルール記述中のイベントとの対応を自動的にとること

ができる．

4.1 ルールの記述

ルールの記述文法はルールがどのような形をしてい

るか（ルールの構文），そしてそれがなにを意味するの

か（ルールの意味）を記述することによって定義され

る．ルールを表現するには，疑似言語を採用した．ま

た付録に表しているようにBNF記法を用いてルールの

構文を定義した．

共通問題の例で，プログラム委員長の業務は論文が

中心になっている．それで，「論文受理」，「論文査読」，

「論文採否決定」は必須な業務である，またこれらの業

務が「CFP配布」の後に発生するという一般的な常識
がある．これを一つのルールとして考えると，下のルー

ルを記述できる．

　ルールの例１

「CFPを送付するが起こる後に
プログラム委員長へ論文を送付する and
論文をチェックする and
論文採否結果を生成するが起こる」

ルールはシナリオ記述者が与える．先のルールは共

通問題に特化したものである，しかも世の中の一般常

識をルール化しておくことも考えられる．例えば，共通

問題のようなインタラクティブシステムの一般化ルー

ルとして，

　ルールの例２

「Aから依頼するが起こる後に
Aへ返事を送付するが起こる
if Aへ返事を送付するが起こらない then
Aから督促状を送付する or
Aから依頼するが起こる」

を定義することができる．問題領域によってルールは

異なるので，ドメインごとに常識を一般的なルールと

して予め用意することにより，ルールの再利用ができ，

シナリオ記述者がルールを定義することの面倒さも軽

減できると考えている．

4.2 ルールによるシナリオの検証

ルールをあるシナリオが満たすかどうか調べること

によって妥当性確認をすることが可能になる．イベン
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表 4: 「CFPを送付する」の内部表現

イベントの型 動作主 源泉 目標 道具

送付 CFP △△ ○○ ××

表 5: 「プログラム委員長へ論文を送付する」の内部
表現

イベントの型 動作主 源泉 目標 道具

送付 論文 △△ プログラム ××

委員長

トの内部表現による，シナリオ中のイベントとルール

記述中のイベントとの対応をとることができる．また，

シナリオ中でイベント間の時間的順序を表す制御文と

ルール記述中の時間助詞（例えば，後に，直後に，等）

による，時間的な順序の対応をとることもできる．４.
１で記述したルールの例１による，３.３で統合したプ
ログラム委員長のビューポイントからのシナリオを検

証すると，

（１）「CFPを送付する」の対応内部表現を表４に表
す．シナリオ中の並行イベント

AND-fork
　・学会誌等への掲載を依頼し，

　・配布する．

AND-join
の「CFPを 配布する」はこの内部表現に対応す
る，この後に，

（２）「プログラム委員長へ論文を送付する」の対応

内部表現を表５に表す．シナリオの中でこの内部

表現に対応するイベントがない．

（３）「論文をチェックする」の対応内部表現を表６に

表す．シナリオ中のイベント「担当委員は基準に

より論文を査読する」はこの内部表現に対応する．

（４）「論文採否結果を生成する」の対応内部表現を表

７に表す．シナリオ中のイベント「合計点をもと

に論文採否結果をプログラム委員会で決定する」

はこの内部表現に対応する．

表 6: 「論文をチェックする」の内部表現

イベントの型 動作主 源泉 基準

チェック △△ 論文 ○○

表 7: 「論文採否結果を生成する」の内部表現

イベントの型 動作主 源泉 目標

生成 △△ ○○ 論文採否結果

イベント「CFPを 配布する」の後に，「プログラム委
員長へ論文を送付する」というイベントがシナリオか

ら抜けていることが判明した．

4.3 ルールによるシナリオ検証手法の評価

以上に示したように，３.３で統合したプログラム委
員長のビューポイントのシナリオをルールに照らし合

わせることにより，シナリオの時系列の矛盾や抜けを

検出する，そしてこれらを修正，補完してユーザの要

求と整合性の高いシナリオを作成する事ができる．利

用者はルールによってシナリオの妥当性検証が可能に

なり，より完成度の高いシナリオを作ることができ，機

能や処理の抜けの検出もできる．すなわち，ルールに

よるシナリオ検証手法を利用してシナリオの品質を向

上させることができる．

しかし，ルールによる検証については，まだ幾つか

の問題点が存在している，例えば，ルール「CFPの送
付が起こる後に…」のようなイベント間の時間関係は

検証できるが，「4週間内に査読する」のような定量的
な時間に関する検証ができない；イベントの順序やイ

ベントの存在は検証できるが，「全ての論文は査読され

る」，「全ての著者に受理通知を送る」といった量的な

表現を含むルールの検証が難しい．またシナリオ中の

ループに対する検証も困難である．

5 終わりに

本稿で提案したシナリオ記述言語，シナリオの変換

と統合手法，及びルールによるシナリオの検証手法は

シナリオを用いてソフトウェア開発を進める分野で利

用できる．これらの手法を利用して，異なるビューポイ

ントからのシナリオの作成，矛盾や抜けの発見，シナリ

オの妥当性の検証などを支援できる．共通問題「国際

会議のプログラム委員長の業務」に適用した結果によ

るこれらの手法の有効性を証明できる．今後の課題と

して，まずルール定義と検証の問題点を解決して，そ

れからシナリオ記述言語とルール記述言語の処理系の

開発と評価を行いたいと考えている．
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付録　ルールの構文

＜ルール＞ ::= ＜イベント状態＞

　　　　　　｜＜ルール＞＜時間＞＜ルール＞

　　　　　　｜if　＜イベント状態＞

then ＜ルール＞

　　　　　　｜if　＜イベント状態＞

　 then ＜ルール＞　

else　＜ルール＞

　　　　　　｜＜集合＞＜助詞＞＜数＞

｛＜数＞｝＜状態＞

　　　　　　｜＜ルール＞｛, ＜ルール＞｝

　　　　　　｜＜ルール＞　 condition

＃＜条件＞｛,＜条件＞｝＃

＜イベント状態＞ ::= ＜イベント状態１＞｜

＜イベント状態２＞

＜イベント状態１＞ ::= ＜イベント＞

＜助詞＞＜状態＞

＜イベント状態２＞ ::= ＜イベント組合せ＞

＜助詞＞＜状態＞

＜イベント組合せ＞ ::= ＜イベント＞

｛＜論理演算子＞＜イベント＞｝

＜集合＞ ::= ＜イベント＞｛，＜イベント＞｝

＜イベント＞ ::= {＜認定格＞＜助詞＞｝

＜イベント型＞＜能動受動＞

＜認定格＞ ::= ＜通常識別子＞

＜条件＞ ::= ＜格＞{＜比較演算子＞}{＜格＞}

＜イベント型＞ ::= 送付｜依頼｜制御｜AND木｜

OR木｜検索｜追加｜更新｜

削除｜ファイル処理｜

生成｜チェック｜

任意イベント｜

あるイベント

＜格＞ ::= 動作主｜源泉｜目標｜道具｜目的｜

検索キー｜操作｜基準｜行為｜

任意格｜ある格

＜助詞＞ ::= は|が|も|に|へ|の|あるいは|

　　　　　　 で|を|と|や|から|にの|まで|

への|からの|までの|による|

によって|により|および|または|

＜能動受動＞ ::= する｜される

＜状態＞ ::= 存在する｜存在しない｜

起こる｜起こらない

＜時間＞ ::= 直後に｜後に｜直前に｜前に

＜論理演算子＞ ::= and｜or

＜比較演算子＞ ::= <>｜＝

＜数＞ ::= 0|1|2|3|4|5|6|7|8|9

＜通常識別子＞ ::= (英字，仮名，漢字，

下線で始まる英仮名漢字下線数字列)
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